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●食後高血糖の抑制に対して、低強度の運動でも効果があることを明示しました。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

●自治体、健康保険組合等での健康づくり事業における運動指導
●病院等での糖尿病教室における運動指導

【産業界での展開・用途】

食後高血糖に対する運動効果と
強度に関する研究

【研究シーズテーマ】

生命学部 食品生命科学科 教授 長﨑 浩爾
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研究分野：複合領域（健康・スポーツ科学）
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糖尿病の予防改善において食後
高血糖の抑制が重視されていま
す。私たちはその基礎的な研究と
して、健常男性10名を対象に一
定量（75g）のブドウ糖含有糖質
液摂取によって上昇した血糖値を
運動で低下させることが可能か、
さらにその低下は運動強度に依
存するのか検討しました。ブドウ
糖摂取で上昇した血糖値は、運動
で低下することが明らかとなり、
その強度はウォーキングよりも軽
い散歩程度の運動でも効果的で
あることが分かりました。

【研究シーズの概要】

◎血糖値と運動強度の関係
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